
有

無 竣工後 1年未満で、かつ未使用の状態の物件の事を指す。

既
存
建
築
の
有
無

新築

再生
建築

<床/壁/天井>の状態
構成要素が置かれる状態

空間の構成方法
空間構成がもたらす印象

リフォーム
一般的には建築における物質的な修繕・補修を指す。

リノベーション
増改築や用途変更など、既存建物の価値を向上させる比較的大規模な改修を指す。

コンバージョン
建築用語において、建物の用途を変更して再利用することを指す。

リファイニング
弱体化した躯体の耐震性能を軽量化や補強によって向上させ、既存躯体を再利用し
ながら意匠や用途変更、設備一新を行い、長寿命化を図る再生手法を指す。

再生建築における2つの視点

第
２
章

第
３
章

第�章�
���ʝڂݜഐܢͳద
　既存ストックの利活用として注目される再生建築では、新旧の部位を操
作する特有の空間によって居住環境の改善に期待がされている。そこで、
部位をいかに操作し空間が構成されているのかを把握する必要がある。
　そこで、再生建築におけるؔۯߑ๏๑ͳ�জ�ป�ళҬ!য়ସؖ
。Ͷͪ͢ੵを行い、部位の操作と空間構成の関係性を把握するܐ
分析をもとに建築設計に適用することで、建築の長寿命化の促進や空間的
効用を生み出す方法論を実践を通じて検証することを目的とする。

���ʝڂݜ๏๑
　本研究では既存建物への改修を伴う建築を「再生建築」1)と定義し、2つ
の視点からの考察を行うことからfig.01のように位置付ける。
　研究の方針として、第2章では再生建築の空間の構成方法を考察し、第3
章では<床/壁/天井>の状態を考察する。さらに第4章では考察をもとに分
析を行い、第5章の設計提案を通じて仮説の検証を行う。

fig.01 再生建築の定義および本研究における２つの視点
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再生建築における空間の構成方法と<床/壁/天井>の状態の関係性に着目した分析及び設計提案
-足立区千住の既存住宅をケーススタディとして-

Analysis and design proposal focusing on the relationship between space composition and architectural elements in the renovated building.
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新張の家

花岡徳秋建築設計事務所

倉庫のスケールに対比
した 2層の住宅機能を
挿入し、壁や天井の仕
上げ面を対比する。

作品番号 構造種
作品名称

<床/壁/天井>の状態

空
間
の
構
成
方
法

掲載年.月
設計者 「折れ線グラフ」により空間構成を記述

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

གྷોߑ
য়ସߑ

জ ป ళҬ

Ӈṯ ฤଈ͢ݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤଈ͢ݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤଈ͢ݳ ͢ݳ

114 3 0 59 6 4 31 10 1

5 1 10 39 36 36 12 78 51

58 2 1 19 31 3 12 28 12

Type A 【刷新型】計 31 事例

Type B 【壁 /天井対比型】
計 67 事例

Type E 【残存型】計 25 事例

Type C 【壁対比型】計 19 事例

Type D 【天井対比型】計 34 事例

fig.02 Hの減築＊1） fig.03 Ichinoe＊2） fig.04 調布の家＊3） fig.05 Ichinoe＊4） fig.06 Hの減築＊5） fig.07 Ichinoe＊6）

�ࡰ� �ଲർʀಋڋ� �ଚ�

�Ӈṯ� �ฤଈ͢ݳ� �͢ݳ�

fig.08 だぶるすきんの家＊7） fig.09 ハイツYの修理＊8）

fig.15 分析結果および空間構成の類型化

fig.14 分析シートの作成例

fig.10 新張の家＊9） fig.11 神山ラボ＊10） fig.12 大室美術館＊11） fig.13 須越の架構＊12）

　再生建築において、仕上げ材を用いずに空間を接続
する状態が見られる。そこで「下地の視覚的状態」に
着目し、ʴӇṯ�ฤଈ͢ݳ�͢ݳʵの3つを抽出する。

　第一に、仕上げ材を施し、下地が目視できない部位
の状態ʰӇṯʱと呼ぶこととする。

第�章��জ�ป�ళҬ!য়ସͶؖͤΖࡱߡ� � � � � � � � � � � � � � � � ɻɻɻ�ɻ���
���ʝԾஏӇṯয়ସ���ʝݒద෨ҒྪͳҒ͜

　構造体や二次部材が視覚化され、片側のみ下地が視
覚化された部位の状態をʰฤଈ͢ݳʱと呼ぶ。

���ʝԾஏฤଈ͢ݳয়ସ
　構造体や下地などの線部材の組み合わせによって空
間を視覚的に接続する部位の状態をʰ͢ݳʱと呼ぶ。

���ʝԾஏ͢ݳয়ସ
Chapter 3.  Consideration on the architectural elements in the renovated building.

　再生建築において新旧の部位が対比・同居した空間
構成2)が見られることから既存部位の扱い方に着目し、
ʴࡰ�ଲർʀಋ�ڋଚʵの3つの構成を抽出する。

　第一に、既存部位の要素に似存せず、全体が新たに
つくりかえられた空間構成をʰࡰܗʱと定義する。

第�章ؔۯ�ߑ๏๑ͶؖͤΖࡱߡ� � � � � � � � � � � � � � � � � ɻɻɻ�ɻ���
���ʝʰࡰܗʱߑؔۯ���ʝ࠸ਫ਼ݒͶ͕͜Ζؔۯߑ๏๑ྪ

　また新旧の要素を複合させ、素材や形態の差異を視
覚化する空間構成をʰଲർʀಋܗڋʱと定義する。

���ʝʰଲർʀಋܗڋʱߑؔۯ
　既存を保存した構成や、既存を踏襲した操作によっ
て新旧を調停する構成をʰଚܗʱと定義する。

���ʝʰଚܗʱߑؔۯ
Chapter 2.  Consideration on space composition in the renovated building.

　本章では、再生建築における「空間の構成方法」と
「床/壁/天井の状態」の関係性に着目した分析を行う。
そこで、「新建築」3)および「住宅特集」4)（2015年～
2020年）に掲載されている再生建築を分析対象とし、
改修前後の平面図が記載され、空間構成の変化を把握
できるྭࣆ���ܯを分析対象とする。また耐震改修、改
装・内装のみの改修は対象に含まないこととする。

第�章ؔۯ�ߑ๏๑ͳ෨Ғয়ସؖܐͶͪ͢ੵ� � � � � � � � � � � � � ɻɻɻ�ɻ���
���ʝੵଲে

　分析の指標は、第２章より「空間の構成方法」をも
とに、ॐΝʴࡰ�ଲർʀಋ�ڋଚʵとし、第３章よ
り<床/壁/天井>の状態をもとに、ԥΝʴӇṯ�ฤଈݳ
ʵとする。以上の分析項目をもとにrJ���に示͢ݳ�͢
す分析シートを作成する。各部位の仕上げの状態と空
間構成の関係性をプロットし、折れ線状に床/壁/天井の
関係性を記述することで、部位の操作を把握する。

���ʝੵߴͳੵεʖφࡠ

　分析結果をfig.15に記述する。傾向としては、第一に
空間構成をʴࡰ�ଚʵ͏ͥΗ͖ͶҲݫԿͤΖघ๑
が挙げられる。一方͏ͥΗ͖෨ҒͲʴଲർʀಋڋʵ
ΝਦΖࡠが見られた。これは特定の部位を特別化す
ることで空間構成を変化させる手法と言える。
　以上の考察をもとに、改修手法の類型化を行う。空
間構成と部位の状態の関係性がಋܑ༹ͳ͵ͮͪࣆ
ྭΝήϩʖϕԿ͢ɼ̓ͯܗͶྪܗԿを行う。

���ʝੵ݃Վ͕Γ;ఴ

Chapter 4.  Analysis focusing on the relationship between the space composition and architectural elements in the renovated building .
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素材と形式が
不一致の事例
計 14 事例

既存の外観に対して内部の
素材と形式を刷新する

素材と形式が
一致する事例
計 17 事例

素材と形式が
不一致の事例
計 36 事例

素材と形式が
一致する事例
計 31 事例

素材と形式が
不一致の事例
計 3事例

素材と形式が
一致する事例
計 16 事例

素材と形式が
不一致の事例
計 16 事例

素材と形式が
一致する事例
計 18 事例

外観と内部の構成が一致し、
素材と形式を刷新する

[model B-2]
断片化された内部と

別の構成で外観を調停する

[model B-1]
内部の構成を開口部や
透明素材で視覚化する

[model D-2]
天井を新設することで
スケールを調停する

[model D-1]
既存の天井を現しにする
ことで空間を拡張する

[model C-1]
境界面を同一化することで

内外を曖昧にする

素材と形式が
不一致の事例
計 0事例

素材と形式が
一致する事例
計 25 事例

[model E-1]
既存の内部空間と外観の

構成を踏襲する

Type A) 刷新型

Type B)【壁 /天井】対比・同居型

Type C)　【壁】対比・同居型

Type E)　【壁】対比・同居型

Type D)　【天井】対比・同居型

জ ป

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ

ళҬ

Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ

གྷો
য়ସ

ߑ

জ ป

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ

ళҬ

Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ

གྷો
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

計 31 事例
29 2 24 4 2 21 8 1

জ ป

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ

ళҬ

Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ

གྷો
য়ସ

ߑ

জ ป

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ

ళҬ

Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ

གྷો
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

計 67事例

41 1

1 10 24 25 17 6 38 23

14 1

জ ป

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ

ళҬ

Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ

གྷો
য়ସ

ߑ

জ ป

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ

ళҬ

Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ

གྷો
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

জ ป ళҬགྷો

Ӈṯ

ࡰ

ଲർʀಋڋ

ଚ

ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ Ӈṯ ฤݳ ͢ݳ
য়ସ

ߑ

計 25事例
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8 2 9 2

空間構成の類型 内/外の関係性 代表事例の内観/外観 概念モデルの抽出

A-1

model A-1

model A-2

model B-1

model B-2

model C-1

model D-1

model D-2

model E-1

A-2

B-1

B-2

C-1

D-1

D-2

E-1

内外の構成が一致し素材と形式を刷新するA-1

建築的効用建築的操作
床を外部に拡張
既存形態の刷新
既存を刷新する
ファサード
素材を統一した天井

内外の接続
スケールの調停
気密性の確保
内外の印象の変化
スケールの拡張
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fig.16 5つの型における内部空間と外観の関係性および概念モデルの抽出

　改修手法の類型化に応じて、「形式」及び「素材」5)の操
作を把握し、内部と外観における形式・素材の同一性を考察
する�rJ����。そこで「①内部と一致する外観」「②内部と
不一致の外観」の2つに分類すると、Type A, B, Dについて
は①と②が約半数に分かれた。Type Cにおいては①が大半
を、Type Eでは②は見られなかったことから内外で素材と
形式が一致する空間構成が多く見られることがわかった。

���ʝրरघ๑ྪܗԿ
　事例の集中が見られた[A-1]から[E-1]の8つに対して概念モ
デルの作成を行う�rJ����。作成にあたり、建築的操作を分
析事例を横断的に参照することで操作と空間構成の対応関係
が明らかにする。また、手法による建築的効用を明瞭化する
ために、ʰؽదʀڧదʀқঌదް༽ʱの視点で評価する
。それにより、既存建築が抱える課題を解決するための方法
論として設計プロセスに概念モデルの適用を位置付ける。

���ʝ֕೨Ϡυϩࡠ

　手法の検証のため既存住宅群の改修を行う。対象敷
地として千住日ノ出町における4棟の空き家を含む老朽
化した建物が9棟存在する街区を選定する。また、本敷
地は区が定める区画整備の対象範囲内に存在し、近年
建て替えが予定されている8）。それに対して、既存建
物を活かした改修計画を行う再生手法を提案する。

第�章�અܯҌ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � ɻɻɻ�ɻ���
���ʝଲেීஏ�౨ښଏཱིۢೖόड़ௌ

　現在足立区は3万5千戸の空き家を抱え、9.7%の空き
家率7)であり、空き家の利活用が行なわれている。特に
ʰ132๑ਕએेܵढ़ଞʱʰԽΉͬએेԓʱʰએे�
3XEOLF�1HWZRUN�($67ʱ͵ʹ団体が後援となり、空
き家を活かしたアートプロジェクトや、近隣大学や地
域住民と共同したまちづくりが行われている。

���ʝ౨ښଏཱིۢ͘ۯՊ࠸ਫ਼ۂࣆ֕གྷ
　商店街の終着点である有用性を活かしていないこと
が課題のため、地域活性化の芸術活動と職住一体の地
域性を併せ、商業・住居・芸術の複合化を計画する。

���ʝϕϫήϧϞ�ঐʀेʀܵԿܯժ

　敷地は2つの商店街が交錯した商業地域と住宅地の境
界に位置する。また職住一体の生活が見られ、ギャラ
リーなどの小規模文化施設が近年増加している。

���ʝීஏबวࠬ

Chapter 5.  Design proposal.

fig.17 ５つの型に対する8つの概念モデルの作成

fig.18 周辺用途分布図 fig.19 プログラム図
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□敷地概要
敷地面積：1,195 ㎡
用途地域：近隣商業地域
建ぺい率：80%
容積率：300%
道路斜線：1.5
第 3 種高度地区
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イベントの実施

アートプロジェクト
の実施

改修の協力

地域の
ネットワーク化
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住宅街に調和する
新規ファサード

商店街を拡張する
プログラム

交差点からの視認性

Gallery
SOHO

Shop+House

A-1

A-2

B-1

B-2
B-2C-1

D-1
D-2

D-1

Ph.01)「劣化」「採光」に応じた減築的操作 Ph.02)空地に対する増築的操作 Ph.03)コンテクストに応じたプログラムの規定 Ph.04)プログラムに応じた概念モデルの適用

各建物の環境、用途の観点から、適合する
概念モデルを図のように採用し、空間構成を規定する現在の空地と立体的な活用が可能な部分に増築を行う

老朽化が見られる部位、通風、採光を妨げる部位を解体、
外部空間との関係性を再構築する

商店街側をギャラリー・店舗併用住宅、住宅街側は
機能を限定しないSOHOとし、新規ファサードを形成する

　既存建物は劣化の進行に加えて隣棟間隔が狭く、採光や防災上の観点で課題を抱えている。そこで「連担建
築物設計制度」を採用し、本設計手法を応用した改修プロセスを提示する。

5-5｜設計プロセス

減築によって採光環境を整えながら共用部を形成し、1階部分を商業やギャラリーとすることで公共性を構築す
る。2階以降では減築によって生まれたテラスがバッファーゾーンとして緩やかに外部につながる。

□平面計画

□断面図
プログラムや環境に応じて規定された各建物の空間構成は多様性があり、各住戸に応じた効用をもたらす。また
住戸それぞれの固有のエレメントが空間を活性化させ、減築した外部空間によって各建物が緩やかに関係しあう

減築による
路地との接続

透過壁より
採光の獲得

外部空間
の接続

建物①：ギャラリー兼住宅：【刷新型（A-1）】
交差点側に隅切りを設けることで商店街に開き、
イベントの際は内外を一体的に利用する。白い壁
と天井で全体を明るい空間とし、北側にはポリカー
ボネートの壁面を設けることで採光を獲得する。

天井反射により
採光の獲得木架構を

展示棚に転用 梁に対比する
天窓の新設

新旧素材
の対比

建物②：店舗併用住宅：【壁 / 天井対比型 (B-1)】
地域で近年増加している工房と店舗を導入する。
壁の下地を店舗の展示棚として利用する。天井は
現しの組成と隠蔽の白い天井を複合することで新

旧の対比が見られ、空間を明るくする。

懐部分を
収納に転用

懐の素材が対比した
奥行きのある空間

床を積層した
立体的な空間構成

建物⑤：SOHO：【天井対比型（D-1）】
白く隠蔽された壁面と隠蔽と現しを複合した天井
により空間に奥行きを与える。天井の懐を解放し
たスキップフロアにより視線が抜け、解放された
天井面はモノを展示、収納するスペースになる。

減築による
通風・採光の確保

形態を刷新
する天井+
開口部の新設

建物③：スタジオ兼住宅：【刷新型 (A-2)】
周辺にある音楽大学やアーティストのためのスタ
ジオ設ける。吹き抜けを新設し、天井形態によっ
て空間を刷新する。2 階の開口部によってスタジ
オと家族の空間が断面的に繋がる構成となる。

　再生建築における空間構成と部位の状態に着目した分析をも
とに空間構成を体系化し、機能性や居住性を向上させる改修手
法を提示した。設計提案では老朽化建築群に対して手法を援用
することで公共性を再構築し、住戸単体に留まらず地域を活性
化させる可能性を提示した。このように建て替えに依存せず、
地域性に応じて既存建築を利活用し、地域を活性化させる再生
建築の姿は縮退社会における一つのあり方ではないだろうか。
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